地震と電波 : 地震・火山噴火による電磁放射と予知の可能性 by 芳野 赳夫























































































常 雑 音 レベ ル )
―一一¨―15H50M50s (通常 雑 音 レベ ル )














筆者 らは,その後 12年間に地震の直前に 82
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図4 現在の東京付近のSEE多点観測地点
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図3 杉並観測点で受信した1980年9月25日の地震における電磁放射





て興味深い。図 6に筆者 らが, このときの放射強
度の観測値を用いてベク トル合成法により震央位
置の探知を行なった結果を示す.その結果は,図
6に示すように直径約 20 kmの斜線を施 した領
域が限定され, さらに震央はX点に示すように,












kHz), ELF(36 Hz)を追カロした [Yoshino































































































































結果と図2に示す菅平 [Gokhberg et al.,1982]
で観測した自然放射とを比較すると, 自然と実験












している [Gokhberg et al,1984].その2は,
彼らは浅い地震の前に岩石内に発生する細かい変
位 (micro dislocatiOn)により発生する電磁界




















る [Chmyer et al, 1987; Larkina et al,




































































































































Date    Time   Mag  CM  Depth A E    STN  F PrecursOr Time         Time
(」ST)  (hms)   ~     (k島) (km)       (h)   (h)  (h)  (min)
85/03/29  01:07:08   65    52    164   G   586  FU」  82 -12:26 -14:50  -16:32     1
85/04/09  14:15:36   55    50     30   S   226   S(]T   82   -00115                       15
85/04/11  01:26:20   68    57   415   S   592  FUJ   82  -13:57   -14:27  -15:55     1
85/05/22 16:16:43  43   50   56  G   31  KAK  82  -00:50
85/07/29  04:33:22   55    52     90   G   166   S(〕T 82   -27:50
85/10/04  21:25:52   61    66     78   G    44  SGT   82  +00:00
66 41 KAK 82 -00:00
85/11/22  13:17:00   49    58    52   G    23  SGT   82  -01:38
86/03/02  16:09:26   60    50     32   S   487   FUJ   82   -00:00   -00:36






86/11/14 09:46:42  54   51   273  G  174  FUJ  82  -36:21  -37:43  -39:59    1
86/12/30  09:38:32   59    53     3   G   29  0S卜1   82  -00:59                     1
87/01/14  20:03:50   70    57    119   G   895   FU」 82  -03:36   -04:17   -04:58     1
87/02/06  22:16:15   67    59     35   S   350   Fl」J 82   -26:21
64 174 KAK 82 -08:28
87/02/11  02:51:46  46   57   60  G   18  SGT  82  -00:48
87/12/17  11:08:17   67    64    57   S   168  FUJ   82  -00:29
88/02/13  01:20:28   51    52    61   S    84  KAI(  82  -03:34
88/03/18  05:34:29   60    65     96   G    42   SGT   82   -50:53
88/03/02  20:16:06   52    60     2   S    28  0SM   82  -04:21
89/02/05  10:59:48   55    51     58   S   202   0Sll1   36   -00:38
89/06/17  08:42:36   68    60    385   S   376   FU」  82   -01:29
89/07/09  11:09:12   55    52      3   (1   168   KAK   82   -00:08
89/10/27  02:06:43   62    52      9   S   51l   KAK   82   -00118
89/10/29  14:25:38   65    55     0   S   530  SCFT   82  -19:05
89/11/25  16:02:50   46    52     76   (1    37   SCrT   82   -01:31













212 SGD  82 +00:00






底),E:震央からの距離,STN:観測点 (SGT,杉戸:SGD,菅平:KAK,柿岡 :FU」,富士宮 :OSM,
伊豆大島)
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ることが実証された [Yoshino et al.,1998].
図 15但)地震前駆放射 (SEE)現象の発生時間
表3 関東地方におけるSEEの予知確率






























































































































































































































































































































































































地 上 高            地 上 高
図21(al震源の深さd=5kmのとき,磁場頂点の地上高をh=0～50 kmまで変化したとき
の地上部分の換算電流密度,同d=10 kmのとき,h=0～10 km,(c)d=50 kmのと
き,h=0～50 km,Od=100 kmのとき,h=0～50 kmのときの換算電流密度
を検討中である.                ば,図22のように磁気圏下部に達したインパル
図7,8で示したM=8.1という地震による異  スSEE磁場が,その地域の地球磁場の磁力線を
常ホイスラー波の発生,およびわれわれは確認し  変調したとすればその発生の可能性を説明できる
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